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まちづくりコーディネーター 登録シート（閲覧用）① 

フ リ ガ ナ フジノ ヤスシ 写真 

3.5×4.5cm 

氏 名 藤野 康 

派 遣 希 望 区 ■市内全域 □（ 区） 

支援専門分野（注１） 支援専門分野の内容 

ルール又は

プランづくり等 
○ 

地域まちづくりプラン  地域まちづくりルール 

地区計画  建築協定  景観計画  景観協定 

まち普請事業 

その他地域のまちづくりに関する計画 

市街地開発事業等 土地区画整理事業 市街地再開発事業 

防災まちづくり等 ○ 
横浜市の制度を活用した地震火災対策 

密集市街地の改善  防災・減災の指導 

その他 

得意とする分野 

（複数選択可） 

地域福祉（高齢者・障がい者・子育て支援等）  防犯  水・緑・環境 

歴史・文化・アート  空き家・空き地の利活用  商店街活性化 

狭あい道路整備  耐震改修  共同建替  コミュニティの再生 

地域の活動拠点運営  地域交通サポート事業  ICT・WEBの活用 

その他（  ） 

支
援
専
門
分
野
に
関
す
る
支
援
の
実
績
等

支援専門分野

の内容・支援

可能なテーマ 

地区名 時期 

支援内容等 

※ 支援の成果も含め、できるだけ具体的にお書き

ください。

（200文字以内かつ９行以内） 

地区計画 

練馬区 

中村橋駅周辺

地区 

平成 15年 

～17年 

駅前交通広場の整備を契機とした駅周辺地区の地区
計画とバリアフリー基本構想の策定を支援した。 
・地元まちづくり協議会の運営支援
・アンケート調査の支援
・まちづくりニュースの作成支援
・地区計画の住民案の作成支援
・バリアフリー基本構想の策定支援 等
平成 17 年 1 月 中村橋駅南口地区地区計画都市計
画決定

地区計画 

練馬区 

大泉学園駅周

辺地区 

平成 17年 

～22年 

市街地再開発事業を契機とした駅周辺地区の地区
計画の策定や各種まちづくり活動を支援した。 
・地元まちづくり懇談会の運営支援
・アンケート調査の支援
・まちづくりニュースの作成支援
・商店街活性化に向けた調査や社会実験の実施
・地区計画の住民案の作成支援 等
平成 23 年 4 月 大泉学園駅北口地区地区計画都
市計画決定（街並み誘導型）

（注意）支援専門分野は、横浜市まちづくりコーディネーター等及びまちづくり支援団体の登録等に関する要綱の

別表第１を参照してください。 

要綱様式第１号-２ 

※注意：このシートは横浜市の
ホームページ等で公開されます。 



まちづくりコーディネーター 登録シート（閲覧用）② 

支
援
専
門
分
野
に
関
す
る
支
援
の
実
績
等

支援専門分野

の内容・支援

可能なテーマ 

地区名 時期 

支援内容等 

※ 支援の成果も含め、できるだけ具体的にお書

きください。

（200文字以内かつ９行以内） 

地区計画、地

域まちづくり

ルール

文京区 

弥生二丁目地

区 

平成 27年～ 

(現在も継続中) 

良好な環境を有する住宅地において、保全型のま
ちづくりルールの検討を支援している。 
・地元まちづくり検討会の運営支援
・アンケート調査の支援
・まちづくりニュースの作成支援
・まちづくりルール案の検討 等

密集市街地の

改善、地域ま

ちづくりプラ

ン 

横浜市中区 

北方町地区 
平成 25年 

密集市街地において、防災まちづくり計画の策定
を支援した。 
・地元まちづくり勉強会の運営支援
・防災まちづくり計画の検討 等
平成 26年 5月 地域まちづくりプランの認定

密集市街地の

改善、地域ま

ちづくりプラ

ン 

杉並区 

阿佐谷南・高

円寺南地区 

平成 13年 

～14年 

平成 21年～ 

(現在も継続中) 

密集市街地において、住民提案の作成、事業の導
入、まちづくり活動の実施等を支援している。 
・地元まちづくり検討組織の運営支援
・アンケート調査の支援
・まちづくりニュースの作成支援
・住民提案の作成支援
・事業導入のための計画策定
・防災マップの作成支援
・防災広場計画の作成支援 等

密集市街地の

改善、地域ま

ちづくりプラ

ン 

杉並区 

方南一丁目地

区 

平成 29年～ 

(現在も継続中) 

密集市街地において、住民組織の立ち上げと防災
まちづくり計画の検討を支援している。 
・住民検討組織の設立支援
・住民検討組織の運営支援
・まちづくりニュースの作成支援 等

自身の考えるコーディネーターの役割とまちづくりのポイント（500文字以内） 
●地域住民が主役のまちづくりを支援します
・当たり前のことですが、まちは地域で暮らし働いている皆さんが、建物を建て、日々の生活や活動を行うこ
とによって成り立っています。そして、まちの良さを維持したり、より安全で魅力のある場所にしていくこ
とを目指すまちづくりにおいても、主役はあくまで地域の皆さん一人一人です。

・コーディネーターの役割は、地域のことを一番良く知っている皆さんの声をきちんと聞きつつ、専門家の立
場から、その地域のまちづくりにとって最も適切であると考える提案やアドバイスをすることだと考えます。
現実にはまちづくりに関心を持たない住民も多い中、少しでも多くの方がこれならやってもいいかなと思え
るような魅力的な提案を目指したいと思います。

●防災まちづくりはハード・ソフト両面から
・防災まちづくりでは、まちそのものを災害に強くするハードのまちづくりが重要ですが、ハードの対策には
どうしても時間がかかります。いつ起きるかわからない災害による被害を少しでも減らすためには、初期消
火や適切な避難などのソフトの対策も重要であり、２つを並行して進めていくことが望ましいと考えます。

必要に応じて資料を A4判１ページまで添付できます。 

要綱様式第１号-２ 

※注意：このシートは横浜市の
ホームページ等で公開されます。 


	登録申請書（藤野）
	登録シート（藤野）



